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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 提出会社の経営指標等

　

回次 第21期 第22期 第23期 第24期 第25期

決算年月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月

売上高 (千円) 634,195 593,262 574,966 555,758 575,714

経常利益 (千円) 88,769 77,630 71,437 55,996 67,531

当期純利益
(△は当期純損失)

(千円) △47,903 74,085 20,880 49,632 42,507

持分法を適用した場合の
投資利益(△は投資損失)

(千円) △7 △1,403 △68 △1,522 △3

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株)
普通株式8,000
優先株式3,841

普通株式8,000
優先株式3,841

普通株式8,000
優先株式3,841

普通株式8,000
優先株式3,841

普通株式8,000
優先株式3,841

純資産額 (千円) 10,393,96310,468,04910,488,92910,538,56210,581,069

総資産額 (千円) 10,524,82110,549,61410,566,97110,618,67110,675,995

１株当たり純資産額 (円) △261,492.51△252,279.84△249,717.81△243,561.74△238,296.31

１株当たり配当額
(内１株当たり
中間配当額)

(円)

(円)

普通株式 　―
優先株式 　―

(―)

普通株式 　─
優先株式 　─

(─)

普通株式 　─
優先株式 　─

(─)

普通株式 　─
優先株式 　─

(─)

普通株式 　─
優先株式 　─

(─)

１株当たり当期純利益
(△は１株当たり
当期純損失)

(円) △6,035.949,212.672,562.026,156.075,265.42

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 98.8 99.2 99.3 99.2 99.1

自己資本利益率 (％) ─ 0.7 0.2 0.5 0.4

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ─

配当性向 (％) ─ ─ ─ ─ ─

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 113,356 42,721 93,396 78,258 104,208

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,683 56,801 979,033△ 7,991 △30,651

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ─ ─ ─ ─ ―

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 856,435 955,9582,028,3882,098,6562,172,212

従業員数
(ほか、平均臨時
雇用者数)

(名)
46
(33)

39
(34)

37
(29)

38
(29)

34
(33)

(注) １　売上高には消費税等を含めておりません。

２　１株当たり配当額及び配当性向は、配当を行っていないため記載しておりません。

３　第21期においての潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、１株当たり当期純損失を計上しており、また、潜在

株式がないため記載しておりません。また、第22期、第23期、第24期及び第25期においての潜在株式調整後１株

当たり当期純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第21期の自己資本利益率は当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

５　株価収益率は、当社株式が非上場であり株価を把握できないため記載しておりません。
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６　従業員数欄の(外書)は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の期中平均人数であります。
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２ 【沿革】

　

年月 概要

昭和63年５月 ゴルフ場事業を目的として愛知県岡崎市康生通西に株式会社ホープヒル開発機構を設立

平成元年８月 本店を愛知県岡崎市稲熊町に移転

平成４年２月 常盤開発株式会社に商号変更

平成４年２月 本店を愛知県岡崎市薮田町に移転

平成５年10月 本店を愛知県岡崎市上明大寺町に移転

平成７年９月 親会社が株式会社レッツスポーツ（現株式会社レッツ）からジャパンクラシック株式会社に異動

平成７年12月 本店を愛知県岡崎市より名古屋市中区錦に移転

平成９年９月 岡崎クラシック株式会社に商号変更

平成10年７月 親会社がリゾートトラスト株式会社(間接所有)に異動

平成11年７月 リゾートトラスト株式会社が直接所有の親会社となる

平成11年７月 総額30百万円を第三者割当として発行

平成11年７月 総額120百万円を第三者割当として発行

平成11年８月 総額40百万円を第三者割当として発行

平成11年９月 総額200百万円を第三者割当として発行

平成11年10月 本店を名古屋市中区錦から名古屋市中区栄に移転

平成12年６月 優先株式7,588百万円を一般募集として発行

平成12年12月 優先株式2,307百万円を一般募集として発行

平成13年６月 優先株式884百万円を一般募集として発行

平成14年１月 優先株式601百万円を一般募集として発行

平成14年10月 岡崎市に「ザ・トラディションゴルフクラブ」を開業

平成14年10月 優先株式445百万円を一般募集として発行

平成15年６月 優先株式354百万円を一般募集として発行

平成16年７月 親会社であったリゾートトラスト㈱が、当社株式の一部を譲渡し、その他の関係会社となる

平成16年８月 優先株式126百万円を一般募集として発行

平成17年３月 無償減資を行い、資本金を100百万円とする

平成17年８月 優先株式175百万円を一般募集として発行

平成18年３月 無償減資を行い、資本金を100百万円とする

平成18年７月 ㈱メイプルポイントゴルフクラブの設立により株式の一部を取得し、当社の関連会社となる
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３ 【事業の内容】

当社は、ジャパンクラシック株式会社及び株式会社メイプルポイントゴルフクラブを関連会社とし、リ

ゾートトラスト株式会社をその他の関係会社としております。また、ジャパンクラシック株式会社、リゾー

トトラスト株式会社に対して業務の委託を行っており、リゾートトラストゴルフ事業株式会社より経営全

般にわたる経営指導を受けております。

　

　

当社は、ゴルフ場の運営をしております。

ゴルフ場の概況は次の通りであります。

ゴルフ場名 ザ・トラディションゴルフクラブ

所在地 愛知県岡崎市岩中町１番地

施設 コース：18ホール

その他：クラブハウス他諸施設

当社は、株式会員制にて会員募集を行っております。

　

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

 5/53



　

４ 【関係会社の状況】

　

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
又は被所有
割合(％)

関係内容

(関連会社) 　 　 　 　 　

ジャパンクラシック㈱

（注）２
名古屋市中区 600,000ゴルフ事業 22.5

会員権販売及び事務の委託
役員の兼任3名

(関連会社) 　 　 　 　 　

㈱メイプルポイントゴルフク

ラブ

（注）１、３

山梨県上野原市 100,000ゴルフ事業 13.4役員の兼任2名

(その他の関係会社) 　 　 　 　 　

リゾートトラスト㈱

(注)１、４
名古屋市中区 14,258,118

会員制リゾー
トホテル会員
権の販売、ホテ
ルの運営

被所有
3.5

ゴルフ場内のレストランの
運営委託及び資金の預入
役員の兼任2名

(注) １　有価証券報告書提出会社であります。

２　債務超過会社であり、債務超過額は 28,103,872千円であります。

３　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を持っているため関連会社としております。

４　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としております。

　

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成25年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

34(33) 39.8 6.7 3,800

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の期中平均人数であります。

３　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含めております。

４　当社は、ゴルフ場事業の単一セグメント・単一事業部門であるため、ゴルフ場全体での従業員数を記載してお

ります。

　

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。

　

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

 6/53



第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当事業年度におけるわが国経済は、年度前半は欧州債務危機などによる世界経済の低迷や円高の長期

化等の影響により、先行き不透明な状況が続きました。しかしながら、昨年末の政権交代に伴う新たな経

済対策への期待感から、円安が進行し、株価が上昇するなど景気は回復傾向にあります。 

　このような環境下、当社の当事業年度の来場者数は45,177人となり、前期比1,007人(2.3％)増加しまし

た。特にメンバーの来場者数が前期比809人（4.1％）と大きく増加し、ゲストについても198人（0.8％）

増加しました。メンバー比率が45％と前期比0.8ポイント、またセルフ比率も57.1％と2.8ポイント上昇し

ましたが、プレー代の値引き競争に巻き込まれないよう努力したことにより、客単価は前期並みを維持で

きました。その結果、当事業年度の売上高は575,714千円と前期比3.6％増加いたしました。 

　一方、販売費及び一般管理費は、人員抑制や経費の見直しなど経費節減に努めましたが、コース整備に費

用をかけたことや、水道光熱費が電力会社の相次ぐ電気料金値上げにより大幅に増加したため、554,055

千円と前期比2.7％増加いたしました。カートの買い替えに伴う減価償却費と経費の増加を売上の増加で

吸収した結果、営業利益は13,410千円と前期比約3倍の大幅な増益となりました。経常利益につきまして

は、運用額を増やした結果、金利低下による資金運用益の減少をカバーし67,531千円（前期比20.6％増）

となりました。 

　当期純利益は、保有しているグループゴルフ会社の株式評価損を19,663千円計上したため、当期純利益

は42,507千円（前期比14.4％減）と減益となりました。 

 

(2) キャッシュ・フロー

当事業年度の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ73,556千円増加

し、当事業年度末は2,172,212千円（前事業年度末比3.5％増）となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動による資金の増加は、104,208千円（前事業年度比33.1％増）となりまし

た。これは、投資有価証券評価損が前事業年度より16,660千円増加したこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動による資金の減少は、30,651千円（前事業年度は7,991千円の減少）とな

りました。これは、定期預金の預入による支出が前事業年度より30,797千円増加したこと等によるもので

あります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動による資金の増減はありません。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

当社の実態に即した内容を記載するため、生産実績及び受注実績に換えて収容実績を記載しております。

(1) 収容実績

　

区分
ホール数
(H)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

ザ・トラ
ディショ
ンゴルフ
クラブ

18 35519,53024,64044,170124.4 36320,33924,83845,177124.5

　

(2) 販売実績

　

区分

前事業年度
(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

金額(千円) 前年同期比(％) 金額(千円) 前年同期比(％)

ゴルフ場売上 439,858 △2.5 446,478 1.5

名義書換料 40,210 △14.2 53,400 32.8

年会費収入 54,670 0.1 54,642 △0.1

手数料収入 21,020 △6.8 21,193 0.8

合計 555,758 △3.3 575,714 3.6

(注)　上記の金額には、消費税等は含めておりません。

　

３ 【対処すべき課題】

昨年末に誕生した新政権によるデフレ脱却政策や日銀の金融緩和策等により、景気は持ち直しの兆しが

見られ、個人消費は回復傾向にあるものの、消費者の低価格志向や節約志向は根強く、ゴルフ場業界におい

てもプレー料金は下落傾向にあり、依然として厳しい経営環境が続くものと予想されます。 

　このような見通しの中、当社は、「美しいゴルフ場つくり」と「ハイセンス・ハイクオリティなサービ

ス」に注力し、会員の皆様をはじめご来場いただくすべてのお客様に歓喜と感動を味わっていただけるよ

うな満足度の高いクラブを目指し、より一層のブランド力向上に努めてまいります。 
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４ 【事業等のリスク】

以下において、当社の事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる、主な事項を記載してお

ります。また、当社として、必ずしも事業上のリスクと考えていない事項についても、当社の事業活動を理解

する上で重要と考えられる事項は、積極的な情報開示の観点から記載しております。

なお、将来に関する事項に関しましては、当事業年度末現在において判断したものであります。

　

(1) ゴルフ場用地における借地について

事業運営に際し、ゴルフ場の大部分が借地となっております。地主との契約関係において問題はありま

せんが、将来地主との契約の更新ができない場合において、事業の継続性に重要な影響を及ぼす可能性が

あります。

(2) 減損会計について

平成18年度において、当社所有のゴルフ場の鑑定評価を実施し、鑑定評価額を基準として、2,311,728千

円の減損損失を計上いたしました。今後も、当社の固定資産に対して減損処理が必要であると判断された

場合、当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

(3) 個人情報の管理について

当社は会員等利用者の個人情報を有しており、その情報の外部漏洩に関しては細心の注意を払い、従業

員の情報管理に関する教育にも努めております。しかし、万一この個人情報が漏洩した場合には、当社の

経営成績並びに、財政状況に悪影響を及ぼす可能性があります。

　

５ 【経営上の重要な契約等】

ザ・トラディションゴルフクラブのゴルフ場用地の使用及びゴルフ会員権販売業務の委託等に関して

は、次の契約によっております。

　

相手方の名称 契約内容 契約期間

愛知県岡崎市地主100名
ザ・トラディションゴルフクラブ用地の
賃借

平成21年12月６日より
平成31年12月５日まで　

ジャパンクラシック㈱ ゴルフ会員の入会募集の委託
平成11年12月８日より募集完了時
まで

愛知県岡崎市 ゴルフ場における農薬使用に関する協定 平成12年１月31日より　(注)１

リゾートトラスト㈱ ゴルフ場内レストランの運営委託
平成24年４月１日より
平成25年３月31日まで　(注)２

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 総務経理業務の委託及び経営指導
平成24年４月１日より
平成25年３月31日まで　(注)２

(注) １　特に契約期間の定めはありません。

２　平成24年４月１日より平成25年３月31日までを委託契約期間としておりますが、契約期間満了時に以後１年毎

に自動更新となります。

　

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

将来に関する事項に関しましては、当事業年度末現在において判断したものであります。

(1) 財政状態

資産合計は、10,675,995千円となり前事業年度と比べて57,323千円の増加となりました。これは主に、

現金及び預金の増加が77,563千円あり、投資有価証券の減少が20,238千円あったこと等によるものであ

ります。

負債合計は、94,925千円となり前事業年度と比べて14,816千円の増加となりました。これは主に、未払

金の増加が7,583千円あり、預り金の増加が3,838千円あったこと等によるものであります。

純資産合計は、10,581,069千円となり前事業年度と比べて42,507千円の増加となりました。これは当期

純利益によるものであります。

　

(2) 経営成績

当社の当事業年度の来場者数は45,177人となり、前期比1,007人(2.3％)増加しました。特にメンバーの

来場者数が前期比809人（4.1％）と大きく増加し、ゲストについても198人（0.8％）増加しました。メン

バー比率が45.0％と前期比0.8ポイント、またセルフ比率も57.1％と2.8ポイント上昇しましたが、プレー

代の値引き競争に巻き込まれないよう努力したことにより、客単価は前期並みを維持できました。その結

果、当事業年度の売上高は575,714千円と前期比3.6％増加いたしました。

一方、販売費及び一般管理費は、人員抑制や経費の見直しなど経費節減に努めましたが、コース整備に費

用をかけたことや、水道光熱費が電力会社の相次ぐ電気料金値上げにより大幅に増加したため、554,055

千円と前期比2.7％増加いたしました。カートの買い替えに伴う減価償却費と経費の増加を売上の増加で

吸収した結果、営業利益は13,410千円と前期比約3倍の大幅な増益となりました。経常利益につきまして

は、運用額を増やした結果、金利低下による資金運用益の減少をカバーし67,531千円（前期比20.6％増）

となりました。

当期純利益は、保有しているグループゴルフ会社の株式評価損を19,663千円計上したこと等により、

42,507千円（前期比14.4％減）と減益となりました。

 

　

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

当社の経営成績は、来場者数の増減によるゴルフ場売上の増減に大きく依存しております。より多くの

来場者確保の為、最良のコースコンディション維持とホスピタリティ溢れる接客に努め、最上のクオリ

ティの確立を目指し尽力して参ります。

　

(4) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資金状況は、当事業年度末の現金及び現金同等物が、前事業年度末に比べ73,556千円増加し、

2,172,212千円となっております。営業活動による資金の増加は、104,208千円となりました。これは、投資

有価証券評価損の前事業年度との差額で16,660千円増加したこと等によるものであります。投資活動に

よる資金の減少は、30,651千円となりました。これは、定期預金の預入による支出の前事業年度との差額

で30,797千円増加したこと等によるものであります。財務活動によるキャッシュ・フローはありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度の設備投資額は28,656千円であります。これは主にゴルフカートの購入15,472千円、バンカー

均し機2台3,576千円等によるものです。

　

２ 【主要な設備の状況】

平成25年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業
員数
(名)建物及び構

築物

機械装置
及び
運搬具

工具・
器具及び
備品

立木
コース
勘定

土地
(面積千㎡)

合計

ザ・トラディ
ションゴルフ
クラブ(愛知県
岡崎市)

ゴルフ場 662,82438,9106,890545,7224,658,043

1,164,957
(89)

［1,554］
 

7,077,349
34
〈33〉

(注) １　土地の所有面積は（　）で外書きしております。

また、土地の大部分を賃借しております。賃借料は、年額　97,412千円であり、賃借している土地の面積は［　］

で外書きしております。

２　現在休止中の主要な設備は、ありません。

３　従業員数欄の〈外書〉は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の期中平均人数であります。

　

３ 【設備の新設、除却等の計画】

記載すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,000

優先株式 5,000

計 32,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成25年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年６月27日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,000 8,000 非上場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式(注)
３、４、６

優先株式 3,841 3,841 同上
優先的配当を受ける権利を有
する株式(注)１、２、４、５、６

計 11,841 11,841 ― ―

(注) １　優先株式の内容

(1) 普通株式に優先して、１株につき年100円を限度として利益配当金(以後「優先配当金」という)を受けま

す。

(2) 優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては、配当を受ける権利を有しません。

(3) 優先配当金の全部、又は一部が支払われていないときは、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積した

不足額については、優先配当金に先立ってこれを受けるものとします。

(4) 優先株式の株主は、その所有する優先株式については、株主総会における議決権を有しないものとします。

ただし、下記の場合を除くものとします。

ア) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があり、

なお且つ次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときはその定時株主

総会の時から、議決権を有します。

イ) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部または一部が支払われない旨の決議があり、

なお且つ次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときはそ

の定時株主総会終結の時から、議決権を有します。

(5) 優先株式の株主は、当社の残余財産の分配につき、その優先株式１株につき325万円までは、普通株式の株主

に優先して分配を受けます。

(6) 優先株式の株主は、前項の優先分配が行なわれた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しませ

ん。

(7) 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。

(8) 優先的配当を受ける権利を有する株式です。

２　優先株式は、現在定款の定めにより全て議決権を有しております。

３　普通株式の内容

(1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。

(2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。

４　当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。

５　当会社は、定款の定めにより優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする種

類株主総会の決議を要しないものとします。

６　当会社は、単元株制度を採用しておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
増残高
（千円）

平成25年３月31日 ―

11,841
（普通株式
8,000）

（優先株式
3,841）

― 100,000 ― 6,241,625

　

(6) 【所有者別状況】

普通株式

平成25年3月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ─ ― 16 ─ ― 39 55 ―

所有株式数
(株)

― ─ ― 4,165 ─ ― 3,8358,000 ―

所有株式数
の割合(％)

― ─ ― 52.06 ─ ― 47.94100.00 ―

　

優先株式

平成25年3月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 7 ― 551 1 ― 1,6252,184 ―

所有株式数
(株)

― 18 ― 1,188 2 ― 2,6333,841 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.47 ― 30.93 0.05 ― 68.55100.00 ―
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(7) 【大株主の状況】

平成25年3月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地
887
(―)

7.49
(―)

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１-１
887
(―)

7.49
(―)

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-１８-３１
412
(12)

3.48
(0.10)

㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部 三重県四日市市桜町池之谷２２３０
336
(―)

2.84
(―)

計 ―
2,522
(12)

21.30
(0.10)

(注) １　（内書）は、優先株式の株数及び割合であります。なお、優先株式は全て議決権があるため所有議決権数別の記

載は省略しております。

２　所有株式数第５位にあたる130株を所有する株式の数が32名となっておりますので、上位４名のみの記載とし

ております。

３　上記大株主上位４社を除く株主の所有株式数は9,319株であり、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

78.7％であります。

４　上記大株主上位４社を含めて、下記ゴルフ場との間で、姉妹コースの相互利用サービスを行っております。

大株主４社の姉妹コース

スプリングフィールドゴルフクラブ

セントクリークゴルフクラブ

グランディ鳴門ゴルフクラブ36

グランディ那須白河ゴルフクラブ

グランディ浜名湖ゴルフクラブ

グランディ軽井沢ゴルフクラブ

グレイスヒルズカントリー倶楽部

その他の姉妹コース

オークモントゴルフクラブ

メイプルポイントゴルフクラブ

ザ・カントリークラブ

パインズゴルフクラブ
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式　　8,000　 8,000
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

優先株式　　3,841 3,841
優先的配当を受ける権利を有する株
式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 11,841 ― ―

総株主の議決権 ― 11,841 ―

(注) 株式の内容につきましては、１ 株式等の状況、(1) 株式の総数等、② 発行済株式 (注) に記載しております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

該当事項はありません。

　

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

　

３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場及びその付帯施設での快適

なプレー環境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせて頂いております。内部留保資金につ

きましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

当社の剰余金の配当は、期末配当のみの年１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は、

株主総会であります。今後、現業の基盤を固めるとともに、利益構造の強化を図るため当期は配当を実施し

ておりません。

　

４ 【株価の推移】

当社株式は非上場であるため、該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

　

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

代表取締役 社長 林　戸　里　巳 昭和23年１月７日生

昭和56年３月 リゾートトラスト㈱入社

(注)２
3
(3)

平成２年６月 リゾートトラスト㈱取締役就任

平成15年10月 リゾートトラスト㈱常務取締役就任(現

任)

平成16年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱取締役

就任

平成21年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱常務取

締役就任

平成23年10月 ㈱関西ゴルフ倶楽部常務取締役就任

平成24年６月 当社取締役就任

平成25年４月 当社代表取締役就任(現任)

平成25年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱代表取

締役就任（現任）

取締役 　 伊　藤　勝　康 昭和18年６月28日生

昭和48年４月 リゾートトラスト㈱設立同社常務取締

役就任

(注)２
2
(2)

昭和62年６月 ㈱オークモントゴルフクラブ代表取締

役就任

平成５年７月 リゾートトラスト㈱代表取締役就任(現

任)

平成８年５月 リゾートトラスト㈱ＣＯＯ(最高執行責

任者)就任(現任)

平成11年７月 当社代表取締役社長就任

平成16年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱代表取

締役就任(現任)

平成16年６月 ㈱ハイメディック代表取締役就任(現

任)

平成16年６月

平成18年９月

 
平成22年６月

当社取締役就任(現任)

㈱ウェル・トラスト取締役就任（現

任）

トラストガーデン㈱取締役就任（現

任）

取締役 支配人 永　井　幸　仁 昭和23年４月３日生

平成20年５月 当社副支配人就任

(注)２
―
(―)

平成20年12月 当社支配人就任(現任)

平成21年６月 当社取締役就任(現任)

監査役 　 加　藤　祐　次 昭和14年12月23日生

平成３年３月 ジャパンクラシック㈱入社

(注)３
―
(―)

平成10年６月 同社監査役就任(現任)

平成15年６月 当社監査役就任(現任)

監査役 　 宇佐美　公　朗 昭和23年11月１日生

昭和50年11月 税理士小川啓一郎事務所勤務

(注)４
―
(―)

平成元年８月 税理士宇佐美公朗事務所設立

平成17年６月 当社監査役就任(現任)

計
5
(5)

(注) １　所有株式数欄の（内書）は、議決権を有している優先株式の数であります。

２　取締役の任期は、平成24年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成26年３月期に係る定時株主総会終結の

時までです。

３　監査役の任期は、平成23年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成27年３月期に係る定時株主総会終結の

時までです。

４　監査役の任期は、平成25年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成29年３月期に係る定時株主総会終結の

時までです。

    ５　監査役加藤祐次及び宇佐美公朗は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

当社では、会員をはじめとするステークホルダーに対してより高い価値を提供することを使命と考え

ており、コーポレート・ガバナンスは新しい価値を創造し企業価値を増大させていくためのシステムで

あると位置付け、その充実・強化に努めております。

１　会社の機関の内容

当社は、毎月開催する取締役会において、取締役の合議により経営戦略の策定や業務執行の決定を適

時に行っております。また、監査役は会計に関するものに限り、監査方針に基づき監査業務を遂行して

おります。

２　内部統制システムの整備の状況

事業活動を合理化すると共に関連法規の遵守を徹底し財務報告の信頼性を高めるため、内部牽制機

能を基礎とした内部統制システムの構築を進めております。具体的には、各種規程・マニュアルを整備

し、運用状況についての確認やその見直しを随時実施しております。また、内部統制の有効性について、

その他の関係会社であるリゾートトラスト株式会社の内部監査部門である監査室により検証が行わ

れ、監査法人とも連携し、監査の実効性を確保しております。

３　リスク管理体制の整備の状況

当社では、事業経営に関するあらゆる不確実性を検討・評価した上で、その重要性に応じて重点管理

することにより、効果的かつ効率的なリスク管理の実現を図っています。

４　役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬総額は9,112千円であります。

監査役に支払われた報酬はありません。

  ５　社外取締役及び社外監査役

     当社の社外監査役は２名であります。また、社外取締役はおりません。

       社外監査役の加藤祐次氏は、当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

       社外監査役の宇佐美公朗氏は税理士であり、当社の税務関連業務につき顧問契約を締結されて

       おりますが、それ以外に当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

６　会計監査の状況

業務を執行した公認会計士の氏名及び所属する監査法人名

岡野　英生（有限責任 あずさ監査法人）、久野　誠一（有限責任 あずさ監査法人）

監査業務に係る補助者の構成

公認会計士　７名、会計士補等　１名

７年を超えて連続して当社の監査関連業務(公認会計士法第24条の３)を行っている監査人はおりま

せん。

７　取締役の員数

当社の取締役は15名以内とする旨を定款で定めております。

８　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらないものとする旨

を定款で定めております。
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９　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法309条第２項に定

める決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その

議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めております。

10　議決権制限株式の内容

当社は、資金調達を柔軟かつ機動的に行うための選択肢の多様化を図り、適切な資本政策を実行する

ことを可能とするため、会社法第108条第１項第３号に定める内容（いわゆる議決権制限）について普

通株式と異なる定めをした優先株式を発行しております。

　
　

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

　

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

3,500 ─ 3,450 ―

　

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

　

　

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

　

　

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以

下「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成24年４月１日から平成25年３

月31日まで)の財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により監査を受けております。

　

３　連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、連結財務諸表は作成しておりません。

　

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 2,167,082

※1
 2,244,645

売掛金 22,990 28,657

商品 6,836 2,224

貯蔵品 8,609 9,775

前払費用 70,045 69,909

その他 9,444 14,967

貸倒引当金 △779 △1,411

流動資産合計 2,284,230 2,368,769

固定資産

有形固定資産

建物 842,628 844,828

減価償却累計額 △177,561 △193,025

建物（純額） 665,067 651,803

構築物 129,617 131,517

減価償却累計額 △118,783 △120,496

構築物（純額） 10,834 11,021

機械及び装置 151,860 157,256

減価償却累計額 △147,752 △148,728

機械及び装置（純額） 4,107 8,528

車両運搬具 143,100 152,759

減価償却累計額 △115,845 △122,376

車両運搬具（純額） 27,255 30,382

工具、器具及び備品 74,100 76,462

減価償却累計額 △67,678 △69,571

工具、器具及び備品（純額） 6,421 6,890

立木 545,722 545,722

コース勘定 4,658,043 4,658,043

土地 1,164,957 1,164,957

有形固定資産合計 7,082,408 7,077,349

無形固定資産

電話加入権 215 215

無形固定資産合計 215 215

投資その他の資産

投資有価証券 149,107 128,869

関係会社株式 2,653 2,653

長期貸付金 1,000,000 1,000,000

従業員に対する長期貸付金 1,000 200

長期前払費用 1,786 654

差入保証金 97,250 97,250

その他 19 33

投資その他の資産合計 1,251,817 1,229,661

固定資産合計 8,334,441 8,307,226

資産合計 10,618,671 10,675,995
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 145 438

未払金 15,638 23,222

未払費用 18,121 19,283

未払法人税等 3,840 3,840

未払消費税等 3,677 5,467

前受金 86 59

預り金 14,312 18,151

前受収益 1,726 1,726

流動負債合計 57,548 72,188

固定負債

退職給付引当金 17,701 17,876

その他 4,860 4,860

固定負債合計 22,561 22,737

負債合計 80,109 94,925

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金 6,241,625 6,241,625

その他資本剰余金 6,541,625 4,196,906

資本剰余金合計 12,783,250 10,438,531

利益剰余金

利益準備金 30 30

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △2,344,718 42,507

利益剰余金合計 △2,344,687 42,537

株主資本合計 10,538,562 10,581,069

純資産合計 10,538,562 10,581,069

負債純資産合計 10,618,671 10,675,995

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

22/53



②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

売上高 555,758 575,714

売上原価

商品期首たな卸高 9,071 6,836

当期商品仕入高 9,526 3,636

合計 18,597 10,473

商品期末たな卸高 6,836 2,224

売上原価合計 11,760 8,248

売上総利益 543,997 567,466

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,236 1,261

役員報酬 10,110 9,112

給料及び賞与 192,598 196,344

退職給付費用 3,950 2,895

法定福利費 28,964 30,599

水道光熱費 29,710 33,558

通信交通費 15,487 15,195

交際費 978 1,051

租税公課 15,929 14,339

減価償却費 28,552 31,756

支払手数料 26,904 30,124

賃借料 97,617 97,644

その他 87,286 90,171

販売費及び一般管理費合計 539,326 554,055

営業利益 4,671 13,410

営業外収益

受取利息 ※1
 50,799

※1
 51,046

その他 1,608 3,109

営業外収益合計 52,407 54,155

営業外費用

その他 1,082 34

営業外費用合計 1,082 34

経常利益 55,996 67,531

特別利益

固定資産売却益 ※2
 479

※2
 19

特別利益合計 479 19

特別損失

固定資産売却損 － ※3
 1,029

固定資産除却損 ※4
 0

※4
 510

投資有価証券評価損 3,003 19,663

特別損失合計 3,003 21,203

税引前当期純利益 53,472 46,347

法人税、住民税及び事業税 3,840 3,840

当期純利益 49,632 42,507
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 100,000 100,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 6,241,625 6,241,625

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,241,625 6,241,625

その他資本剰余金

当期首残高 6,541,625 6,541,625

当期変動額

欠損填補のための資本剰余金の取崩 － △2,344,718

当期変動額合計 － △2,344,718

当期末残高 6,541,625 4,196,906

資本剰余金合計

当期首残高 12,783,250 12,783,250

当期変動額

欠損填補のための資本剰余金の取崩 － △2,344,718

当期変動額合計 － △2,344,718

当期末残高 12,783,250 10,438,531

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 30 30

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 30 30

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △2,394,350 △2,344,718

当期変動額

欠損填補のための資本剰余金の取
崩

－ 2,344,718

当期純利益 49,632 42,507

当期変動額合計 49,632 2,387,225

当期末残高 △2,344,718 42,507

利益剰余金合計

当期首残高 △2,394,320 △2,344,687

当期変動額

欠損填補のための資本剰余金の取崩 － 2,344,718

当期純利益 49,632 42,507

当期変動額合計 49,632 2,387,225

当期末残高 △2,344,687 42,537
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

株主資本合計

当期首残高 10,488,929 10,538,562

当期変動額

当期純利益 49,632 42,507

当期変動額合計 49,632 42,507

当期末残高 10,538,562 10,581,069

純資産合計

当期首残高 10,488,929 10,538,562

当期変動額

当期純利益 49,632 42,507

当期変動額合計 49,632 42,507

当期末残高 10,538,562 10,581,069

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

25/53



④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 53,472 46,347

減価償却費 28,552 31,756

受取利息 △50,799 △51,046

有形固定資産売却損益（△は益） △479 1,010

投資有価証券評価損益（△は益） 3,003 19,663

売上債権の増減額（△は増加） △2,570 △5,667

仕入債務の増減額（△は減少） △969 292

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,854 175

未払金の増減額（△は減少） △2,401 6,831

未払消費税等の増減額（△は減少） 369 1,769

その他 1,256 5,866

小計 31,289 56,999

利息の受取額 50,800 51,047

法人税等の支払額 △3,831 △3,839

営業活動によるキャッシュ・フロー 78,258 104,208

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,808 △43,606

定期預金の払戻による収入 33,801 39,600

有形固定資産の取得による支出 △30,262 △27,904

有形固定資産の売却による収入 479 459

貸付金の回収による収入 800 800

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,991 △30,651

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー － －

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 70,267 73,556

現金及び現金同等物の期首残高 2,028,388 2,098,656

現金及び現金同等物の期末残高 ※1
 2,098,656

※1
 2,172,212
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 関連会社株式

移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

　

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品及び貯蔵品

　　　　最終仕入原価法

　

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　45年

また、取得価額10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等償却する方法を採用しておりま

す。

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から

５年間で均等償却する方法によっております。

(2) 長期前払費用

均等償却によっております。

　

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、特定の貸倒懸念債権については個別に回収の可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しており

ます。

　

５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。

　

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

27/53



　

６　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1) 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

　

(未適用の会計基準等)

　　該当事項はありません。

　

(追加情報)

　　該当事項はありません。　

　

(貸借対照表関係)

※１　担保に供している資産

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

現金及び預金 25,000千円 25,000千円

上記の資産は下記の債務の担保に供しております。

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

ゴルフ会員権購入者の金融機関に
対する債務

24,433千円 15,522千円

　

　２　保証債務

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

会員等の金融機関とのローン契約
に対する保証

25,443千円 15,968千円
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(損益計算書関係)

※１　関係会社に係る注記

各項目に含まれている関係会社に対するものは次の通りであります。

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

受取利息 29,647千円 50,988千円

　

※２　固定資産売却益の内訳は次の通りであります。

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

車両運搬具 479千円 19千円

　

※３　固定資産売却損の内訳は次の通りであります。

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

車両運搬具 ― 1,029千円

　

※４　固定資産除却損の内訳は次の通りであります。

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

車両運搬具 0千円 510千円
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 8,000 ― ― 8,000

優先株式(株) 3,841 ― ― 3,841

合　　計(株) 11,841 ― ― 11,841
　

　
２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 8,000 ― ― 8,000

優先株式(株) 3,841 ― ― 3,841

合　　計(株) 11,841 ― ― 11,841
　

　
２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

該当事項はありません。
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金勘定 2,167,082千円 2,244,645千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金及び担保預金

△68,426千円 △72,432千円

現金及び現金同等物 2,098,656千円 2,172,212千円

　

(リース取引関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は資金運用について、一時的な余剰資金についてはその他の関係会社であるリゾートトラス

ト株式会社へ預け入れ等を行っております。

(2) 金融商品の内容及びリスク

営業債権である売掛金及び、金銭債権である長期貸付金は、顧客もしくは債務者の信用リスクに晒

されております。投資有価証券及び関係会社株式は、そのほとんどはゴルフ会員権であり、市場価格

の変動リスクに晒されております。

　営業債務である買掛金は、ほとんど１年以内の支払期日であり、流動性リスクに晒されております。

また、法人税、住民税（都道府県民税及び市町村民税）及び事業税の未払額である未払法人税等、並

びに未払消費税等は、その全てが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒さ

れております。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

　①信用リスク管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況

等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

　②市場性リスク管理

当社は、投資有価証券及び関係会社株式について、定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握

し、保有状況を適時に見直しております。

　③流動性リスク管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。
　

２．金融商品の時価等に関する事項

平成24年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（(注)

２．を参照ください。）
(単位：千円)

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

(1) 現金及び預金 2,167,082 2,167,082 ―

(2) 売掛金 22,990　 ―

　　　貸倒引当金(※) △ 779　 ―

　 22,211 22,211 ―

(3) 投資有価証券 　 　 　

　　　その他有価証券 149,107 237,326 88,219

(4) 関係会社株式 2,650 2,225 △425

(5) 長期貸付金 1,000,000 889,918 △ 110,081

（負債） 　 　 　

(1) 買掛金 145 145 ―

(2) 未払法人税等 3,840 3,840 ―

(3) 未払消費税等 3,677 3,677 ―

※　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。
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(注)１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

　(資産)

　(1) 現金及び預金

現金及び預金は全て短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。

　(2) 売掛金

売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。また、貸倒懸念債権については、貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額をもっ

て時価としております。

　(3) 投資有価証券

投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　(4) 関係会社株式

関係会社株式は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　(5) 長期貸付金

長期貸付金のうち、変動金利によるものは短期間で市場金利を反映するため、貸付先の信用状態が実

行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額によっており

ます。固定金利によるものは、一定の期間ごとに分類し、その将来キャッシュ・フローをスワップレー

ト等、適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　(負債)

　(1) 買掛金

買掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。

　(2) 未払法人税等

未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

　(3) 未払消費税等

未払消費税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

　

(注)２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額(千円)

　 関係会社株式(非上場株式)　※１ 3

　 差入保証金　※２ 97,250

※１　関係会社株式(非上場株式)については市場価額がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積も

ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、(4) 関係会社株式には含め

ておりません。

※２　差入保証金については、ゴルフ場用地等の賃借契約等に基づく預託金であり、市場価格がなく、か

つ、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより、合理的なキャッシュ・フローを見

積ることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

　

(注)３．金銭債権の決算日後の償還予定額
(単位：千円)

科目 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

　現金及び預金 2,167,082 ― ― ―

　売掛金 22,990 ― ― ―

　長期貸付金 ― 90,000 150,000 760,000

合計 2,190,073 90,000 150,000 760,000
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当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は資金運用について、一時的な余剰資金についてはその他の関係会社であるリゾートトラス

ト株式会社へ預け入れ等を行っております。

(2) 金融商品の内容及びリスク

営業債権である売掛金及び、金銭債権である長期貸付金は、顧客もしくは債務者の信用リスクに晒

されております。投資有価証券及び関係会社株式は、そのほとんどはゴルフ会員権であり、市場価格

の変動リスクに晒されております。

　営業債務である買掛金は、ほとんど１年以内の支払期日であり、流動性リスクに晒されております。

また、法人税、住民税（都道府県民税及び市町村民税）及び事業税の未払額である未払法人税等、並

びに未払消費税等は、その全てが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒さ

れております。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

　①信用リスク管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況

等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

　②市場性リスク管理

当社は、投資有価証券及び関係会社株式について、定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握

し、保有状況を適時に見直しております。

　③流動性リスク管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。
　

２．金融商品の時価等に関する事項

平成25年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（(注)

２．を参照ください。）
(単位：千円)

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

(1) 現金及び預金 2,244,645 2,244,645 ―

(2) 売掛金 28,657　 ―

　　　貸倒引当金(※) △1,411　 ―

　 27,246 27,246 ―

(3) 投資有価証券 　 　 　

　　　その他有価証券 128,869 186,879 58,010

(4) 関係会社株式 2,650 2,500 △150

(5) 長期貸付金 1,000,000 911,332 △88,667

（負債） 　 　 　

(1) 買掛金 438 438 ―

(2) 未払法人税等 3,840 3,840 ―

(3) 未払消費税等 5,467 5,467 ―

※　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。
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(注)１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

　(資産)

　(1) 現金及び預金

現金及び預金は全て短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。

　(2) 売掛金

売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。また、貸倒懸念債権については、貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額をもっ

て時価としております。

　(3) 投資有価証券

投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　(4) 関係会社株式

関係会社株式は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　(5) 長期貸付金

長期貸付金のうち、変動金利によるものは短期間で市場金利を反映するため、貸付先の信用状態が実

行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額によっており

ます。固定金利によるものは、一定の期間ごとに分類し、その将来キャッシュ・フローをスワップレー

ト等、適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　(負債)

　(1) 買掛金

買掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。

　(2) 未払法人税等

未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

　(3) 未払消費税等

未払消費税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

　

(注)２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額(千円)

　 関係会社株式(非上場株式)　※１ 3

　 差入保証金　※２ 97,250

※１　関係会社株式(非上場株式)については市場価額がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積も

ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、(4) 関係会社株式には含め

ておりません。

※２　差入保証金については、ゴルフ場用地等の賃借契約等に基づく預託金であり、市場価格がなく、か

つ、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより、合理的なキャッシュ・フローを見

積ることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。
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(注)３．金銭債権の決算日後の償還予定額
(単位：千円)

科目 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

　現金及び預金 2,244,645 ― ― ―

　売掛金 28,657 ― ― ―

　長期貸付金 ― 120,000 150,000 730,000

合計 2,273,303 120,000 150,000 730,000

　

(有価証券関係)

前事業年度(平成24年３月31日)

　該当事項はありません。

　

当事業年度(平成25年３月31日)

　該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)及び当事業年度(自　平成24年４月１日　至　

平成25年３月31日)

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。
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(退職給付関係)

前事業年度(平成24年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職一時金制度を設けております。

２　退職給付債務に関する事項(平成24年３月31日)

イ　退職給付債務 △17,701千円

ロ　退職給付引当金 △17,701千円

当社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

３　退職給付費用に関する事項(自平成23年４月１日　至平成24年３月31日)

イ　勤務費用 3,950千円

ロ　退職給付費用 3,950千円

当社は、退職給付費用の算定にあたり、簡便法を採用しております。

４　退職給付債務等の計算の基礎となる事項

当社は、簡便法を採用しておりますので、基礎率等について記載しておりません。

　

当事業年度(平成25年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職一時金制度を設けております。

２　退職給付債務に関する事項(平成25年３月31日)

イ　退職給付債務 △17,876千円

ロ　退職給付引当金 △17,876千円

当社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

３　退職給付費用に関する事項(自平成24年４月１日　至平成25年３月31日)

イ　勤務費用 2,895千円

ロ　退職給付費用 2,895千円

当社は、退職給付費用の算定にあたり、簡便法を採用しております。

４　退職給付債務等の計算の基礎となる事項

当社は、簡便法を採用しておりますので、基礎率等について記載しておりません。

　

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

37/53



　

(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

(繰延税金資産) 　 　

賞与引当金 2,911千円 3,070千円

貸倒引当金 236千円 474千円

法定福利費 394千円 417千円

退職給付引当金 6,379千円 6,442千円

関係会社株式評価損 7,060千円 7,060千円

投資有価証券評価損 94,425千円 101,512千円

減損損失 683,959千円 660,725千円

未払金 1,751千円 1,751千円

商品 56千円 6千円

未払事業所税 1,113千円 1,113千円

税務上の繰越欠損金 30,669千円 22,939千円

　繰延税金資産小計 828,958千円 805,514千円

　評価性引当額 828,958千円 805,514千円

　繰延税金資産合計 ─千円 ―千円

　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

法定実効税率 41.2％ 38.4％

(調整) 　 　

永久に損金に算入されない金額 0.1％ 0.1％

住民税等均等割 7.2％ 8.3％

評価性引当金の増減額 △41.3％ △38.5％

税効果会計適用後の法人税等負担
率

7.2％ 8.3％

　

(持分法損益等)

前事業年度(自  平成23年４月１日　至  平成24年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 2,653千円

持分法を適用した場合の投資の金額 2,512千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 1,522千円

　

当事業年度(自  平成24年４月１日　至  平成25年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 2,653千円

持分法を適用した場合の投資の金額 2,509千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 3千円
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(資産除去債務関係)

　  前事業年度（平成24年３月31日）

　　該当事項はありません。

　

　  当事業年度（平成25年３月31日）

　　該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

      当社は、ゴルフ場事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。

　

Ⅱ　当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

      当社は、ゴルフ場事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。

　

【関連情報】

　  前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

    １．サービスごとの情報

　        当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

    ２．地域ごとの情報

　    (1) 売上高

          当社の外部顧客への売上高は、全て本邦におけるものであります。

　    (2) 有形固定資産 

          当社の有形固定資産は、全て本邦に所在しております。

    ３．主要な顧客ごとの情報

          特定の顧客に対する売上高で損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないた

        め、記載を省略しております。

　

　  当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

    １．サービスごとの情報

　        当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。
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    ２．地域ごとの情報

　    (1) 売上高

          当社の外部顧客への売上高は、全て本邦におけるものであります。

　    (2) 有形固定資産 

          当社の有形固定資産は、全て本邦に所在しております。

    ３．主要な顧客ごとの情報

          特定の顧客に対する売上高で損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないた

        め、記載を省略しております。

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　  前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

      該当事項はありません。

　

　  当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

      該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　  前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

      該当事項はありません。

　

　  当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

      該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　  前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

      該当事項はありません。

　

　  当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

      該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

　

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社
(当該そ
の他の関
係会社の
親会社を
含む)

リゾートトラス
ト㈱

名古屋市中
区

14,258,118

会員制リ
ゾートホテ
ルの運営及
び会員権の
販売等

(被所有)
直接　3.5

レストラン
の運営委託、
資金の預入
及び

役員の兼任

利息の受取
(注)

29,647─ ─

資金の引出 1,950,000
関係会社
短期預け金

─

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) 資金の預入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
　

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　該当事項はありません。

　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社
の子会社

㈱オークモント
ゴルフクラブ

奈良県山辺
郡山添村

100,000
ゴルフ場の
管理及び運
営

─
資金の貸付
及び

役員の兼任

利息の受取
(注)１

21,057前受収益 1,726

資金の貸付 ─ 長期貸付金 1,000,000

貸付金に対す
る担保受入
(注)２

1,000,000─ ─

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)１ 資金の貸付金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。なお、株式会社オークモントゴル

フクラブに対する貸付条件は、期間は平成20年４月１日～平成59年７月31日で金利は月賦受取とし、元本は６年

間据置き後400回の分割受取であります。

２ 建物、構築物、土地、立木及びコース勘定を貸付金債権の担保としております。

なお、「担保受入」の取引金額は、当事業年度末の債権残高であります。

　

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

　該当事項はありません。
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２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

　

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

当事業年度において、重要な関連会社はジャパンクラシック株式会社及び株式会社メイプルポイントゴルフクラ

ブであり、その要約財務情報は以下のとおりであります。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
ジャパンクラシック㈱

㈱メイプルポイント
ゴルフクラブ 　

流動資産合計 73,501 96,893　
固定資産合計 9,513,766 3,972,689　

　 　 　 　

流動負債合計 1,543,323 421,822　
固定負債合計 36,244,893 68,213　

　 　 　 　

純資産合計 △28,200,949 3,579,547　

　 　 　 　

売上高 257,380 517,547　
税引前当期純損失（△） △5,904,743 △2,167,313　
当期純損失（△） △5,905,039 △2,171,113　
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当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

　

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社
(当該そ
の他の関
係会社の
親会社を
含む)

リゾートトラス
ト㈱

名古屋市中
区

14,258,118

会員制リ
ゾートホテ
ルの運営及
び会員権の
販売等

(被所有)
直接　3.5

レストラン
の運営委託、
資金の預入
及び

役員の兼任

利息の受取
(注)

29,988─ ─

資金の引出 2,050,000
関係会社短
期預け金

─

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注) 資金の預入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。
　

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　該当事項はありません。

　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社
の子会社

㈱オークモント
ゴルフクラブ

奈良県山辺
郡山添村

100,000
ゴルフ場の
管理及び運
営

─
資金の貸付
及び

役員の兼任

利息の受取
(注)１

20,999前受収益 1,726

資金の貸付 ─ 長期貸付金 1,000,000

貸付金に対す
る担保受入
(注)２

1,000,000─ ─

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)１ 資金の貸付金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。なお、株式会社オークモントゴル

フクラブに対する貸付条件は、期間は平成20年４月１日～平成59年７月31日で金利は月賦受取とし、元本は６年

間据置き後400回の分割受取であります。

２ 建物、構築物、土地、立木及びコース勘定を貸付金債権の担保としております。

なお、「担保受入」の取引金額は、当事業年度末の債権残高であります。

　

(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

　該当事項はありません。
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２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

　

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

当事業年度において、重要な関連会社はジャパンクラシック株式会社及び株式会社メイプルポイントゴルフクラ

ブであり、その要約財務情報は以下のとおりであります。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　
ジャパンクラシック㈱

㈱メイプルポイント
    ゴルフクラブ 　

流動資産合計 119,387 94,574　
固定資産合計 9,480,116 4,074,253　

　 　 　 　

流動負債合計 1,460,288 92,487　
固定負債合計 36,243,088 502,352　

　 　 　 　

純資産合計 △28,103,872 3,573,989　

　 　 　 　

売上高 254,689 591,584　
税引前当期純利益又は
　税引前当期純損失（△） 97,365 △1,718　
当期純利益又は
　当期純損失（△） 97,076 △5,558　
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(１株当たり情報)

　１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

　 　 　

項目
前事業年度　　　　　　　　　　　　　
（平成24年3月31日）

当事業年度　　　　　　　　　　（平
成25年3月31日）

(1)　1株当たり純資産額 △243,561円74銭 △238,296円31銭

　（算定上の基礎） 　 　

　 純資産の部の合計額（千円） 10,538,562 10,581,069

　 純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 12,487,056 12,487,440

　 （うち、優先株式（千円）） 12,487,056 12,487,440

　 普通株式に係る期末の純資産額（千円） △1,948,493 △1,906,370

　 普通株式の発行済株式数（株） 8,000 8,000

　 1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
　 普通株式の数（株）

8,000 8,000

　

項目
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益 6,156円07銭 5,265円42銭

   (算定上の基礎) 　 　

    当期純利益(千円) 49,632 42,507

    普通株主に帰属しない金額（千円） 384 384

　　 (うち優先配当額（千円）) △384 △384

    普通株式に係る当期純利益(千円) 49,248 42,123

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,000 8,000

　

(注)　 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

45/53



⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

　

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

(投資有価証券) 　 　

　その他有価証券 　 　

　　㈱セントクリークゴルフクラブ 6,592 40,548

　　多治見クラシック㈱ 2,540 39,252

　　㈱オークモントゴルフクラブ 7,216 15,793

　　㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部 4,998 33,274

計 21,346 128,869

　

【有形固定資産等明細表】

　

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額

(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　建物 842,6282,200 － 844,828193,02515,463651,803

　構築物 129,6171,900 － 131,517120,4961,712 11,021

　機械及び装置 151,8605,396 － 157,256148,728 976 8,528

　車両運搬具 143,10016,797 7,138152,759122,37611,710 30,382

　工具、器具及び備品 74,1002,362 － 76,462 69,5711,892 6,890

　立木 545,722 － － 545,722 － － 545,722

　コース勘定 4,658,043－ － 4,658,043 － － 4,658,043

　土地 1,164,957－ － 1,164,957 － － 1,164,957

有形固定資産計 7,710,03028,656 7,1387,731,548654,19831,7567,077,349

無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　電話加入権 215 － － 215 － － 215

無形固定資産計 215 － － 215 － － 215

長期前払費用 1,786 27 1,158 654 － － 654

(注) １　当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。

車両運搬具　 5人乗りカート　　 15,472千円 　

機械及び装置 バンカー均し機2台　3,576千円 　

　

２　長期前払費用は前払保険料等の期間配分に係るものであり、減価償却とは性格が異なるため償却累計額及び当

期償却額の算定には含めておりません。
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【社債明細表】

該当事項はありません。

　

【借入金等明細表】

該当事項はありません。

　

【引当金明細表】

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 779 1,411 － 779 1,411

(注)　貸倒引当金の「当期減少額(その他)」欄の金額は洗替額であります。

　

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

１　資産の部

①現金及び預金

　

区分 金額(千円)

現金 2,840

預金 　

普通預金 2,169,372

定期預金 69,232

積立預金 3,200

計 2,241,805

合計 2,244,645

　

②売掛金

イ　相手先別内訳

　

相手先 金額(千円)

１　ゴルフ場来場者146名分 7,235

２　クレジットカード会社 　

三菱ＵＦＪニコス㈱ 15,058

㈱名古屋カード 5,258

ユーシーカード㈱ 533

シティカードジャパン㈱ 379

㈱セディナ 192

合計 28,657

　

ロ　売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

　

当期首残高(千円)
 
(Ａ)

当期発生高(千円)
 
(Ｂ)

当期回収高(千円)
 
(Ｃ)

当期末残高(千円)
 
(Ｄ)

回収率(％)
 
(Ｃ)

×100
(Ａ)＋(Ｂ)

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)
２
(Ｂ)
365

22,990 604,499 598,832 28,657 95.4 15.5

(注)　消費税等の会計処理は税抜方式を採用しておりますが、上記金額には消費税等が含まれております。

　

③商品
　

区分 金額(千円)

プロショップ、ゴルフ用品 2,224

合計 2,224

　
④貯蔵品
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区分 金額(千円)

賞品類 409

コース管理用肥料・農薬等 6,116

消耗品類 1,292

封筒・印刷物等 1,461

その他 496

合計 9,775

　

⑤長期貸付金

　

区分 金額(千円)

㈱オークモントゴルフクラブ 1,000,000

合計 1,000,000

　

２　負債の部

①買掛金

　

相手先 金額(千円)

アクシネットジャパンインク 182

㈱やまもと 164

ブリヂストンスポーツセールスジャパン㈱ 63

㈱ダンロップスポーツ中部 28

合計 438

　

(3) 【その他】

特記すべき事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券、２株券、10株券、100株券、500株券、1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え 　

　　取扱場所
愛知県岡崎市岩中町１番地
　岡崎クラシック株式会社

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 １枚につき50円に印紙税相当額を加算した金額

単元未満株式の買取り 　

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の普通株式65株以上または優先株式１株券または２株券を所有する株主は、クラ
ブ規約に基づく当社の経営するゴルフ場の会員となる資格を有しております。

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

　

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　

(1)
有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
(第24期)

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

　
平成24年６月28日
東海財務局長に提出。

(2)半期報告書 (第25期中)
自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

　
平成24年12月25日
東海財務局長に提出。

(3)臨時報告書
企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第
２項第９号（提出会社の代表取締役の異動）
の規定に基づく臨時報告書

　
平成25年５月20日
東海財務局長に提出。

(4)有価証券報告書の訂正報告書
事業年度
(第21期)

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

　
平成25年６月21日
東海財務局長に提出。

(5)有価証券報告書の訂正報告書
事業年度
(第22期)

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

　
平成25年６月21日
東海財務局長に提出。

(6)有価証券報告書の訂正報告書
事業年度
(第23期)

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

　
平成25年６月21日
東海財務局長に提出。

(7)有価証券報告書の訂正報告書
事業年度
(第24期)

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

　
平成25年６月21日
東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
　

　
平成25年６月26日

岡崎クラシック株式会社

取締役会　御中

　

　

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 岡　野　英　生　　㊞

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 久　野　誠　一　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に
掲げられている岡崎クラシック株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第25期事業年度の
財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計
方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。
　
財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明
することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を
行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当
監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と
適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並
びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、岡崎クラシック株式会社の平成25年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経
営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別途

保管しております。

２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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